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事業提案制度（テーマ型） 募集内容 

１．募集内容 

募集課題 

（テーマ） 

ＡＩ・ＲＰＡの導入に向けた実証実験 

募集内容 

（概要） 

【事業名称】 ＡＩ・ＲＰＡの導入に向けた実証実験 

【対象・場所】 市が実施する業務・本庁舎 

【概要】 市業務のデジタル化の推進として、ＡＩ・ＲＰＡの導入に向けた

実証実験を行い、事業の作業時間の削減が可能な業務について、改めて予算

化することを目標としています。 

募集対象 

☑ 課題に関する「提案」及び「連携事業者」の両方を募集 

□ 課題に関する「提案」の募集 

※今後の市の事業方針等を定めるために、課題に関する提案を募集する

ものです。 

提案を募集す

る背景 

（市の課題） 

市の第２次行政経営計画では、ＡＩ・ＲＰＡの導入により業務の効率化を図

ることとしています。今後、どのような業務に導入することで、どの程度の

削減効果を得られるかを検証する必要があります。 

想定する 

提案の例 

他自治体で効果を得られている業務について無償によるＡＩ・ＲＰＡの導入

を行い、削減効果を測定。 

市が希望 

する提案の 

内容 

・行政経営課と協議の上、対象となる業務を選定し、実証実験を行う期間等

を調整します。 

・業務の選定、ＡＩ・ＲＰＡの利用料、シナリオ作成等に係る実証実験期間

の一切の費用について、無償（市の予算措置をしない）ものとする提案を希

望しています。 

２．募集する期間等（条件） 

募集期間 
随時 

実施予定 

時期 

提案の協議後、対象業務による実施時期を調整します。 

提案方法 
事業提案書によります。 

提案の選定 

方法 

☑ 特に選定を実施しません（複数採用の場合あり） 

□ 審査等による選定を実施（提案内容を審査・選定し採用を定めます） 

□ 提案を参考とし、あらためて実施事業者の公募等を行います 

□ その他（                          ） 

市が提供でき 市で行った実証実験の結果に係る情報については、ＡＩ・ＲＰＡを扱う事業
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る事項 

（メリット） 

者が、市に不利益が生じない範囲内において自由に使用することができま

す。 

予算措置 

または 

今後の可能性 

実証実験結果に基づき、翌年度以降の予算措置を検討します。 

その他 

留意点等 

現在の導入状況は、市民税賦課業務、保育園の入園申請に係る業務、議事録

作成等に係る業務について令和２年度内の導入を予定しています。 

提案の申込

先・お問合せ

先 

【部署】立川市 総合政策部 行政経営課  

【ＴＥＬ】 042-523-2111 内線 2703 【ＦＡＸ】 042-524-2653 

【Ｅ-mail】  g-keiei☆city.tachikawa.lg.jp 

※「☆」を＠に変更してご連絡ください。 

 

 


